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はじめに  
私たちの身の回りにはコンフリクト(紛争やもめ事)が絶えず，特に教育の場では子供同士の問題を
乗り越えるために，コミュニケーション能力の重要性が叫ばれて久しい。コンフリクト（もめ事）に
うまく対処できないことによって，子供たちは難しい人間関係を乗り越えられずに，いっそう孤独を
募らせる現実がある。時には，直接・間接的な暴力を問題解決の手段として頼ってしまう痛ましいケ
ースは社会問題化している。
こういったことを避ける，または乗り越えるために，何か方法が無いのだろうか。学校教育におけ
る新たな解決法が切望され，対立解決法などが導入され始めている。しかし「対立解決のアプローチ
はしばしばそれのみで実践されている。（中略）対立解決のアプローチをホリスティック（全連関的）
で包括的な平和教育に結びつけようとする」（リアンドン, 2005 ）には至っていない可能性もある。
しっかりした平和学や紛争転換の理論に裏打ちされていることが望ましいと考えられる。
本稿で紹介する SABONAは，日々奮闘する教育の場にある先生たちに，何らかの指針を提示できな
いかーそういう想いから，「平和学の父」と呼ばれるノルウェーのヨハン・ガルトゥングによって考案
された。日本に紹介され始めて月日が浅いので，本稿では先ずその準備段階を紹介したい。
１．「SＡＢＯＮＡマット教育」とは何か。
「ＳＡＢＯＮＡ」とは，南アフリカのズールー語の挨拶で，I see you. つまり，「私はあなたを見守っ
ています」という意味である。子どもたちを周りの大人が見守っていきたいという願いが込められた
ネーミングである。
「ＳＡＢＯＮＡマット教育」（仮称）は，『未来を肯定的に捉え，希望を持つきっかけを作る思考法
を，ゲーム感覚で学び合うためのもの』（長谷他, 2010）である。これは考案者で「創造的な紛争解決」
（2004）を唱えるガルトゥングが率いる国際ＮＧＯ「ＴＲＡＮＳＣＥＮＤ（転換）」のノルウェー支部
が，紛争転換の方法であるトランセンドアプローチを基にして，開発・展開し，改良を重ねているも
のである。数年前から，オスロー市の小学校でモデル的に導入され，効果を上げたことから，現在は
スペイン・アイルランド・オーストリアなどＥＵ諸国に広がりつつある。
日本でも３年程前から個別のアプローチは行われてきたが，2010年春に「ＳＡＢＯＮＡ準備会」と
して，この方法を推進するグループが結成された。メンバーは小・中・高・大と広範囲な校種の教員
や平和学に取り組む一般市民からなり，10人ほどと小グループながら意欲的な取り組みを始めている。
コンフリクト転換のための SABONA の日本における導入
35
メンバーは約５県から集まり，特に大阪では 2010 年夏に大阪市の教育センター，2011 年冬には大阪
府の私学会館でワークショップを行う機会を得て，ＳＡＢＯＮＡの認知度が小学校教員などの間で高
まった。また，メンバーによる個別の取り組みにより広島や徳島及び長野でも徐々に知られつつある。
本方法は対象の年齢は問わないが，当面はニーズの高い小学校や中学校や高校に限定して，同会は活
動している。
２．SＡＢＯＮＡマットとは何か
コンフリクトが生じたとき，どのように話したらよいか。相手が怒っているとき，どのように話の
接ぎ穂を見つけるか。案外，そのような単純なことは学びの対象となって来なかった。この事に焦点
を当てて，そこをきっかけとして調停者と当事者との「対話」に持って行く。そして，もしも可能な
らば調停者と当事者の段階の後に，もめている当事者同士で話合いができるまでに持って行きたいの
である。  
マットはツールとして使うだけであり，いずれは，その発想そのものが子供たちに根付くことを目
標としている。そして，謝るって「和解」するだけで終わるのではなく，共同のプロジェクトまで持
って行けることが好ましい。がしかし，とりあえずは現段階ではそこまで欲張らずに，話合いをする
土俵を作りたい。それが，マットの導入である。
つまりは，「子どものうちに，身の回りのもめごとについて真の原因を探って人間関係を修復し，問
題を解決する力を付けることは，生きていく上でとても大切なことです。平和で心安らかに暮らせる
環境を，お互いに創っていくための一つのツールとしてお考え下さい。」（長谷他,2010）ということで
ある。
2.1. マットの４つの象限
 「明るい」「暗い」と「過去」「未来」のそれぞれ 2つのファクターを組み合わせると，4つの象限
とでも言う組み合わせができる。それらを，まず子供たちの頭に置いてもらうために，視覚化してマ
ットを作成した。ノルウェーではしっかりした素材のマットを使用しているが，日本では制作費のか
からない多様な試みがなされている。 （写真は清泉女学院大学の学生が制作した例である。）
2.2. マットの順序
 マットには，それぞれ「明るい未来（１）」，「暗い過去（２）」，「明るい過去（３）」，「暗い未来（４）」
を示す数字が書かれている。それぞれ言葉ではわかりにくいのでそれぞれの象限をイメージしたイラ
ストを入れるとよいであろう（図１）。
 特にクラスなどで SABOBNA のコンセプトを学ぶ場合は，グループで絵を描かせることも，4 つ
の象限をつねに心に留めることができる点で有効であると考える。
                               図１
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本方法は対象の年齢は問わないが，当面はニーズの高い小学校や中学校や高校に限定して，同会は活
動している。
２．SＡＢＯＮＡマットとは何か
コンフリクトが生じたとき，どのように話したらよいか。相手が怒っているとき，どのように話の
接ぎ穂を見つけるか。案外，そのような単純なことは学びの対象となって来なかった。この事に焦点
を当てて，そこをきっかけとして調停者と当事者との「対話」に持って行く。そして，もしも可能な
らば調停者と当事者の段階の後に，もめている当事者同士で話合いができるまでに持って行きたいの
である。  
マットはツールとして使うだけであり，いずれは，その発想そのものが子供たちに根付くことを目
標としている。そして，謝るって「和解」するだけで終わるのではなく，共同のプロジェクトまで持
って行けることが好ましい。がしかし，とりあえずは現段階ではそこまで欲張らずに，話合いをする
土俵を作りたい。それが，マットの導入である。
つまりは，「子どものうちに，身の回りのもめごとについて真の原因を探って人間関係を修復し，問
題を解決する力を付けることは，生きていく上でとても大切なことです。平和で心安らかに暮らせる
環境を，お互いに創っていくための一つのツールとしてお考え下さい。」（長谷他,2010）ということで
ある。
2.1. マットの４つの象限
 「明るい」「暗い」と「過去」「未来」のそれぞれ 2つのファクターを組み合わせると，4つの象限
とでも言う組み合わせができる。それらを，まず子供たちの頭に置いてもらうために，視覚化してマ
ットを作成した。ノルウェーではしっかりした素材のマットを使用しているが，日本では制作費のか
からない多様な試みがなされている。 （写真は清泉女学院大学の学生が制作した例である。）
2.2. マットの順序
 マットには，それぞれ「明るい未来（１）」，「暗い過去（２）」，「明るい過去（３）」，「暗い未来（４）」
を示す数字が書かれている。それぞれ言葉ではわかりにくいのでそれぞれの象限をイメージしたイラ
ストを入れるとよいであろう（図１）。
 特にクラスなどで SABOBNA のコンセプトを学ぶ場合は，グループで絵を描かせることも，4 つ
の象限をつねに心に留めることができる点で有効であると考える。
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この順番は平和学者でもあり世界の紛争の調停者でもあるガルトゥングが，ミクロレベルからマク
ロレベルのコンフリクトにおける 50年におよぶ調停者としての実践から導かれている。この順番が最
も有効かどうかについては検証が必要であろうが，尐なくともこの 4 つの象限を一巡するだけではな
いので，その生徒（たち）にとって望ましい未来が導き出せるまで，必要と感じられる象限を調停者
は当事者の子供と共に深めるのである。
特に注目すべきは，「明るい過去」の存在である。コンフリクトが起こっているときは，当事者た
ちはこの点を忘れがちであり，このことを思い起こさせることそのものが人間関係の見直しに繋がり，
修復へと導ける大きな要因となる。また，このままではそうなってしまいそうな「暗い未来」につい
ても予想させることによって，危機感を共有し，それを避けるために「今」をどのようにすべきかを
考えてもらいたいのである。この点については，目的の正当性など分析すべきファクターが存在する。
2.3. 日本バージョンの試み
ノルウェーの小学校では，子供たちは実際にマットの上に乗るなどして，考える練習を行っている。
また，この形をした砂場を設置している学校もあると聞く。実際に体を動かすことを大切に考えてお
り，この点は実は大変重要である。動くことによって，身体感覚を伴い，発想がより定着する可能性
が高いと考えられている。特に，一方向に動くのではなく，斜めにクロスすることは一種のパラダイ
ムシフトを起こすとされている。
しかし，これはこのような環境と何時間もの練習ができない日本の場合，どのように取り組めば良
いのだろうか。大阪で試行された小学校でも，導入にあったっては練習課題を行っている。それは，
架空の女子間のケンカであったが，日本の教室での場合は，             図２  
すぐに発言を求めないで，まず各自が用紙に書き込み，考
えを整理してからシェアリングに入っている。４つの全て
の象限でその段階を踏んでおり，クラスサイズの問題もあ
り，移動をすることは不可能な条件である場合が多いので，
右のようなカード上（図２）で，ペア間で各自の消しゴム
を駒にして移動するに留まった。この点をどのように展開
すればよいのかも，今後の課題である。           
３. 今後の課題（おわりに）
今回は，SABONAの導入のための練習を中心に紹介したが，これはいずれは実際のコンフリクトを
扱うための前段階である。残念ながら，練習としてもじっくり時間がとれるケースは尐なく，受講者
にそのコンセプトが十分に行き渡るとは言い難い。それでも，授業を受けた児童生徒からは「ケンカ
したときはこの考え方を使いたい」という感想を多くもらう。何とか人間関係を修復したいという気
持ちが根底にあるから，方法を渇望しているのである。
その方法の一つであるこの SABONAの導入については，ノルウェーから発信される基本は踏襲しな
がらも，日本の精神風土や教育現場にあった方策を模索しつつ，普及のためのワークショップとその
検証を行いたいと考えている。
ガルトゥングは「知識の蓄積から知識の創造へ，そして静かな改革を進めるために，日本の教育の
大幅な見直しが不可欠です。」（ガルトゥング, 1999）と述べているが，コンフリクトについては問題
解決から紛争転換へと導くことができる創造力を養うことは大切で，その方法の開発や普及も今後の
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課題である。また、その効果も計測されなければならない。（別表のアンケート用紙参照）
また一方，「国連・ユネスコの勧告・要請」では「大学においては，『（平和のための）行動の機
会を学生に提供』することを求めている」（日本科学者会議, 1991）とある。もしも，SABONAのフ
ァシリテーターとして，教員だけでなく大学生も活躍できる機会が増えれば，「明るい未来」が開け
るのではないかと考えられる。これも今後の課題となろう。
引用文献
井上孝代 (2005)『コンフリクト転換のカウンセリング』東京：川島書店
長谷邦彦他(2010) 『SABONAマット教育ガイドブック』京都：「SABONAの会」準備会・「京都 YWCAほーぽのぽの会」
日本平和科学者会議 (1991)『大学の平和学習』東京：平和文化
ベティ・リアドン (2005)『戦争をなくすための平和教育』東京：明石書店
ヨハン・ガルトゥング(2003)『ガルトゥング平和学理論』京都：法律文化社
ヨハン・ガルトゥング(2004)『グローバル化と知的様式』東京：東信堂
Galtung, Johan(1996)Peace by Peaceful Means SAGE：London
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また一方，「国連・ユネスコの勧告・要請」では「大学においては，『（平和のための）行動の機
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SUMMARY 
Introducing the Conflicts Transformation Method in Japanese classrooms will be significant, especially in 
elementary and high schools, where many serious problems have taken place.  SABONA can be a useful and 
practical tool to solve and transcend a conflict between or amongst students.  This is a method created by Dr. 
Johan Galtung, who is widely respected as the father of peace studies, or peaceology.  SABONA has been 
successfully practiced in Norway, and can be applied in classes where “Learning to Live Together” is especially
emphasized. By using a Sorting Mat, this method promotes opportunities for dialogue between the mediator and 
the students, and eventually between the students in conflict． The mat has four parts；positive future, negative 
past, positive past and negative future. To avoid the “negative future,” the children ask “what can we do?” 
among themselves and work to find a preferable future together. The mat enables students to analyze their 
problems more objectively and to help them find the way to a “positive future.” This method of future-oriented 
conflict transformation is newly introduced in Japan and the original concepts need to be applied to fit the 
Japanese people’s mentality.  This method should be investigated for further application.
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